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１．調査概要 

 

目的 

・よりよい学校づくりに資するため 

 

調査対象 

(１)敬愛大学八日市場高等学校通信制に在学中の生徒 

(２)上記(１)の生徒の保護者 

(３)本校通信制教員 

 

調査方法 

【調査方法】  質問紙法(無記名) 

【有効回答数】 生 徒５２名  

    保護者４４名 

        教 員 ４名 

【実施時期】  １０月２８日(日)～１２月２日(日) 

 

 

 

 

 



２．対象者プロフィール 

 

生徒と保護者、それぞれのプロフィールをまとめました。 

学年は、1 年次から３年次までで、２年次の割合が少し多い。 

性別は、男子が５８％、女子が４２％と男子が多くなっている。 

 

【生徒】学年 

 

 

【生徒】性別 

 

 

 



３．【生徒】調査結果 

問１ 

 本校通信制では、登校スタイルや面接指導(スクーリング)の方法等がコース

(週２・週２plus サポート・集中・科目履修)により異なり、レポートは郵送で

も提出することができます。この通信制の教育システムは自分に合っていると

思いますか。 
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D：そうは思わない 

C：どちらかというとそう思わない 

B：だいたいそう思う 

A：そう思う 

n=52 



問２ 

 本校通信制を選んだ主な理由を、次の A～L から４つ選んで下さい。 
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L：その他 

K：仕事や趣味と両立させて、高校卒業の

資格を取得することができること 

J：少人数で授業が実施されること 

I：進学や就職のための個別相談や、スクー

ルカウンセラーによる教育相談を受けられ

ること 

H：遠足や修学旅行、スポーツデー、ボラ

ンティア活動等、授業やレポート学習の他

にも諸活動があること 

G：レポートは自宅で行い、自分のペース

で学習を進めることができること 

F：スクーリングの補充授業や再試験等、学

習のサポート体制が充実していること 

E：平日にサポート授業があり、中学の学習

内容の学び直しができること 

D：土・日スクーリングの他に、夏季と冬

季に集中スクーリングがあること 

C：土曜日や日曜日にスクーリングがあるこ

と 

B：スクーリングの実施回数が年間１４回で

あること 

 

A：通学に便利であること 

n=52 



問３ 

 本校通信制で、気楽に話ができる友達は何人ぐらいいますか。次の A～D か

ら１つ選んで下さい。 

 

 

 

 

問４ 

 あなたは、通信制に入る前と比べると積極的に授業に参加していますか。 
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D：８人以上 

C：５～７人 

B：２～４人 

A：０～１人 

n=52 
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D：そうは思わない 

C：どちらかというとそう思わない 

B：だいたいそう思う 

A：そう思う 

n=50 



問５ 

 あなたは、本校通信制に入学・転学・編入・転籍して良かったと思いますか。 

 

 
 

 

問６ 

 週２、週２plus サポートコースでは、年間１４回のスクーリングを実施し、

集中コースでは夏季と冬季に各 5 日間、集中スクーリングを実施しています。

その実施回数(日数)は、国が定めた教科・科目の授業時数を確保するために必要

な回数(日数)を設定しています。 

 その実施回数(日数)について、どのように考えていますか。次の A～C から一

つ選んで下さい。 
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D：そうは思わない 

C：どちらかというとそう思わない 

B：だいたいそう思う 

A：そう思う 

n=50 
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C：もっと少なくして欲しい 

B：適当である 

A：もっと多くして欲しい 

n=50 



問７ 

 スクーリングの実施方法について、自分に最も合っていると思う方法を、次

の A～D から１つ選んで下さい。 

  

 

 

 

問８ 

 あなたは、積極的に授業に参加し、レポートも期限を守り提出していますか。 
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D：夏季と冬季のみ集中して実施 

C：平日も土・日も実施 

B：平日のみに実施 

A：土・日に実施 

n=50 
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D：そうは思わない 

C：どちらかというとそう思わない 

B：だいたいそう思う 

A：そう思う 

n=50 



問９ 

 特別活動は、卒業までに３０単位以上の出席が必要ですが、本校では、特別

活動の主な行事として、遠足、ボランティア活動(前期・後期)、スポーツデー、 

修学旅行等を実施しています。その回数は適当であるか。次の A～D から１つ

選んで下さい。 

 

 
 

 

問１０ 

 通信制の生徒心得の内容は、生徒として当然守らなければならない内容です。

その内容が適当であるか、次の A～D から１つ選んで下さい。 
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D：適当でない 

C：どちらかというと適当でない 

B：どちらかというと適当である 

A：適当である 

n=50 
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D：適当でない 

C：どちらかというと適当でない 

B：どちらかというと適当である 

A：適当である 

n=50 



問１１ 

 将来の進路について、あなたにとって最も相談しやすい人はどなたですか。

次の A～F から１つ選んで下さい。 

 

 

 

 

問１２ 

 学校生活をよりよくするために提案したい内容がありましたら、記入してく

ださい。 

 

・登校日が決まっている日は人数が多くなるので改善して欲しい。 

・提出したレポートの受け取りを学校で行って欲しい。 

・レポートが多く授業が厳しいので改善して欲しい。 
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F：その他 

E：友人・先輩 

D：中学校の先生 

C：通信制の先生 

B：兄弟・姉妹 

A：父・母・祖父母 

n=50 



４．【保護者】調査結果 

問１ 

 本校通信制では、登校スタイルや面接指導(スクーリング)の方法等がコース

(週２・週２plus サポート・集中・科目履修)により異なり、レポートは郵送で

も提出することができます。この通信制の教育システムはお子様に合っている

と思いますか。 
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D：そうは思わない 

C：どちらかというとそう思わない 

B：だいたいそう思う 

A：そう思う 

n=43 



問２ 

 お子様が、本校通信制を選択された理由と思われるものを、次の A～L から

４つ選んで下さい。 
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L：その他 

K：仕事や趣味と両立させて、高校卒業の

資格を取得することができること 

J：少人数で授業が実施されること 

I：進学や就職のための個別相談や、スクー

ルカウンセラーによる教育相談を受けられ

ること 

H：遠足や修学旅行、スポーツデー、ボラ

ンティア活動等、授業やレポート学習の他

にも諸活動があること 

G：レポートは自宅で行い、自分のペース

で学習を進めることができること 

F：スクーリングの補充授業や再試験等、学

習のサポート体制が充実していること 

E：平日にサポート授業があり、中学の学習

内容の学び直しができること 

D：土・日スクーリングの他に、夏季と冬

季に集中スクーリングがあること 

C：土曜日や日曜日にスクーリングﾞがある

こと 

B：スクーリングの実施回数が年間１４回で

あること 

 

A：通学に便利であること 

n=44 



問３ 

 お子様は、本校通信制で気楽に話ができる友達は何人ぐらいいると思います

か。次の A～D から１つ選んで下さい。 

  

 
 

 

問４ 

 お子様は、本校通信制に入る前と比べると積極的に授業に参加していますか。 
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D：８人以上 

C：５～７人 

B：２～４人 

A：０～１人 
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D：そうは思わない 

C：どちらかというとそう思わない 

B：だいたいそう思う 

A：そう思う 

n=44 



問５ 

 お子様は、本校通信制に入学・転学・編入・転籍して良かったと思いますか。 

 

 

 

 

問６ 

 週２、週２plus サポートコースでは、年間１４回のスクーリングを実施し、

集中コースでは夏季と冬季に各 5 日間、集中スクーリングを実施しています。

その実施回数(日数)は、国が定めた教科・科目の授業時数を確保するために必要

な回数(日数)を設定しています。 

 その実施回数(日数)について、どのように考えていますか。次の A～C から一

つ選んで下さい。 
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D：そうは思わない 

C：どちらかというとそう思わない 

B：だいたいそう思う 

A：そう思う 

n=44 
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C：もっと少なくして欲しい 

B：適当である 

A：もっと多くして欲しい 

n=44 



問７ 

 スクーリングの実施方法について、お子様に最も合っていると思われる方法

を、次の A～D から１つ選んで下さい。 

  

 

 

 

問８ 

 お子様は、積極的に授業に参加し、レポートも期限を守り提出していますか。 
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D：夏季と冬季のみ集中して実施 

C：平日も土・日も実施 

B：平日のみに実施 

A：土・日に実施 
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D：そうは思わない 

C：どちらかというとそう思わない 

B：だいたいそう思う 

A：そう思う 

n=44 



問９ 

 お子様の、スクーリングの出席状況やレポートの提出状況について、よく把

握していますか。 

 

 

 

 

問１０ 

 特別活動は、卒業までに３０単位以上の出席が必要ですが、本校では、特別

活動の主な行事として、遠足、ボランティア活動(前期・後期)、スポーツデー、

修学旅行等を実施しています。その回数は適当であるか、次の A～D から１つ

選んで下さい。 
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D：把握していない 

C：どちらかというと把握していない 

B：だいたい把握している 

A：把握している 

n=44 
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D：適当でない 

C：どちらかというと適当でない 

B：どちらかというと適当である 

A：適当である 

n=44 



問１１ 

 通信制の生徒心得(「平成３０年度通信制のしおり」P２９参照)の内容は、生

徒として当然守らなければならない内容です。その内容は、適当であると思い

ますか。 

 

 

 

 

問１２ 

 お子様の将来の進路希望について、よく把握していますか。 
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D：適当でない 

C：どちらかというと適当でない 

B：どちらかというと適当である 

A：適当である 

n=44 
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D：把握していない 

C：どちらかというと把握していない 

B：だいたい把握している 

A：把握している 

n=44 



５．【教員】調査結果 

問１ 

 本校通信制では、登校スタイルや面接指導(スクーリング)の方法等がコース

(週２・週２plus サポート・集中・科目履修)により異なり、レポートは郵送で

も提出することができます。この通信制の教育システムは生徒に合っています

か。 
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D：そうは思わない 

C：どちらかというとそう思わない 

B：だいたいそう思う 

A：そう思う 

n=4 



問２ 

 生徒が、本校通信制を選択した理由と思われるものを、次の A～L から４つ

選んで下さい。 
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L：その他 

K：仕事や趣味と両立させて、高校卒業の資

格を取得することができること 

J：少人数で授業が実施されること 

I：進学や就職のための個別相談や、スクー

ルカウンセラーによる教育相談を受けられ

ること 

H：遠足や修学旅行、スポーツデー、ボラン

ティア活動等、授業やレポート学習の他に

も諸活動があること 

G：レポートは自宅で行い、自分のペースで

学習を進めることができること 

F：スクーリングの補充授業や再試験等、学

習のサポート体制が充実していること 

E：平日にサポート授業があり、中学の学習

内容の学び直しができること 

D：土・日スクーリングの他に、夏季と冬季

に集中スクーリングがあること 

C：土曜日や日曜日にスクーリングﾞがある

こと 

B：スクーリングの実施回数が年間１４回で

あること 

 

A：通学に便利であること 

n=4 



問３ 

 生徒は、学校内で気楽に話ができる友達は何人ぐらいいると思いますか。 

生徒によって様々だと思いますが、平均的な人数を、次の A～D から１つ選ん

で下さい。 

 

 

 

 

問４ 

 生徒は、以前より積極的に授業に参加していますか。 
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D：８人以上 

C：５～７人 

B：２～４人 
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D：そうは思わない 

C：どちらかというとそう思わない 

B：だいたいそう思う 

A：そう思う 
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問５ 

 生徒は、本校通信制に入学・転学・編入・転籍して良かったと思いますか。 

 

 
 

 

問６ 

 週２、週２plus サポートコースでは、年間１４回のスクーリングを実施し、

集中コースでは夏季と冬季に各 5 日間、集中スクーリングを実施しています。

その実施回数(日数)は、国が定めた教科・科目の授業時数を確保するために必要

な回数(日数)を設定しています。 

 その実施回数(日数)について、どのように考えていますか。次の A～C から一

つ選んで下さい。 
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C：もっと少なくして欲しい 

B：適当である 

A：もっと多くして欲しい 
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問７ 

 スクーリングの実施方法について、生徒に最も合っていると思う方法を、次

の A～D から１つ選んで下さい。 

  

 

 

 

問８ 

 生徒は、積極的に授業に参加し、レポートも期限を守り提出していますか。 
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問９ 

 生徒の、スクーリングの出席状況やレポートの提出状況について、よく把握

していますか。 

 

 
 

 

問１０ 

 特別活動は、卒業までに３０単位以上の出席が必要ですが、本校では、特別

活動の主な行事として、遠足、ボランティア活動(前期・後期)、スポーツデー、

修学旅行等を実施しています。その回数は適当であるか、次の A～D から１つ

選んで下さい。 
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D：把握していない 

C：どちらかというと把握していない 
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D：適当でない 

C：どちらかというと適当でない 

B：どちらかというと適当である 

A：適当である 
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問１１ 

 通信制の生徒心得(「平成３０年度通信制のしおり」P２９参照)の内容は、生

徒として当然守らなければならない内容です。その内容は、適当であると思い

ますか。 

 

 

 

 

問１２ 

 生徒は、自分の将来の進路希望について、保護者によく話しているとおもい

ますか。 
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D：適当でない 

C：どちらかというと適当でない 

B：どちらかというと適当である 
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